
２年間の和文誌編集委員が終わ
りました．一緒に委員を務めた皆

様，お疲れ様でした．委員長，事務局の皆様，大変お世話
になりました．新任委員を快諾いただいた皆様には心より
お礼申し上げます．
さて，任期を終えた私は，坂本先生（現委員長），荻野先
生（幹事・同期）と共に，国際会議 ICPIG で札幌に来てお
ります．委員の業務は大変ですが，利点として編集委員を
通じて多くの先生と繋がりが持てるということが挙げられ
ます．実際学会等で編集委員時代に知り合った先生のご発
表を聞き，なるほどこういうご研究をされているのかと，
とても勉強になります．以前であれば聞いてもこちらの知
識不足で勉強になるところまで届かなかったと思います．
委員会で企画提案される記事を，広く通じる内容にするに
はどうするか，すったもんだの議論を繰り返したおかげで，
異分野の研究者の視点や価値観を理解できたのでしょう．
ところで，この異分野という言葉は，一つの学会内で使
うには当初から違和感があります．個人的に天文学や生物
学との共同研究に携わる機会があったからかもしれません
が，第三者から見たら，プラズマ・核融合学会という一つ
の学会なのだから一つの分野でしょう，というのが科研費
改革での領域変更にも繋がりそうです．一方で，企画提案
記事の内容を委員会で議論する際には，まさに異分野とい
うギャップを感じるのも事実です．学会内の交流と競争を
活性化する，そんな学会誌になっていって欲しいと思いま
す．私自身も研究活動を通じてそのような役目を担ってい
ければと思います． （伊藤篤史）

２０１８年７月から本学会誌の発行幹事を務めてまいりまし
たが，先日の新旧合同編集委員会を終えホッとしたと同時
に，毎月恒例のプラ核編委・名古屋出張が無くなり寂しく
感じています．至らない点もありましたが，何とか１年間
終えることができたのは編集委員の皆様，ならびに学会事
務局の皆様のお力添えがあってのことです．この場をお借
りして御礼申し上げます．浜松から名古屋へは，ひかりで
３０分ほどですが，こだまでゆっくり通うこともしばしばあ
りました．学生の頃は，どこに行くにしても移動時間を持
て余すことが多かったのですが，今はそこそこまとまった
時間が取れる新幹線移動に満足しています．歳をとり時間
が経つのが早く感じるようになったことと快適な新幹線の
おかげです．先日，２０数年ぶりにお会いした高校時代の恩
師と少し長めの移動について話す機会があり，「知足者富
（足るを知る者は富む）」ということですかねー？というや
りとりをしました．また，便利さを実現してくれる科学技
術の進歩を歓迎する一方で，便利さと消費することのみを
追求するサイクルの中に人間が埋没してしまうと，人間に
とっての不幸をもたらすことになるのではないか，との言
葉もあり心に残りました．老子の言葉「知足者富」には続
きがあり「強行者有志（つとめて行う者は志有り）」，志を
持って努力を続けよ，とあります．限られた資源を賢く使
うことのできる社会の一助となれるよう励みたいと思いま
す． （荻野明久）
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